
路線名等

地 区 名

事 業 名 鉱害防止事業

尾太鉱山地区

上尾太沢

青森県 経済産業部 経済産業政策課

図　面　の　名　称 図 面 番 号

縮　尺

橋梁一般図

図示

1

13

側　面　図

平　面　図

橋梁一般図

S=1:100

S=1:100

ふとんカゴ

1径間鋼H桁橋

工

上

橋 長 40.000m 

部

40.000m 

橋 梁 名

設計死荷重 TL-4

躯体

支 承

エキスパンドメタル

ゴム支承

橋 面

基礎

湯ノ沢川(管理者：青森県) 

90°

供用年月日

桁 長

適 用 基 準

直接基礎

架 橋 条 件

昭和59年2月(1984年) ※橋齢38年 

適用示方書 昭和55年

形式

0.701m 

上尾太沢導水管橋

斜 角

全 幅 員

下

上流側：手摺(異形棒鋼＋ロープ)防 護 柵

部

形 式

重力式橋台

橋　梁　諸　元

工

下流側：手摺(等辺山形＋丸鋼)

L.W.L=373.681(5年)

H.W.L=374.874(100年)

湯
ノ
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川

下　部　工

左岸橋台 右岸橋台

(
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※ (　　)内数値は右岸橋台寸法。

平面図 正面図

S=1:50

断　面　図 S=1:20

異形棒鋼 D13

L=270

L=300

S=1:20既設門扉詳細図

プレート寸法図

亜鉛メッキ
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L 50×50×4 手摺柱

エキスパンドメタル E×G-21 13.7kg/m2

H606×201×12×20-2

701転落防止用手摺支柱
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路線名等

地 区 名

事 業 名 鉱害防止事業

尾太鉱山地区

上尾太沢

青森県 経済産業部 経済産業政策課

図　面　の　名　称 図 面 番 号

縮　尺

橋梁補修一般図

図示

2

13

側　面　図

平　面　図

斜 角

形 式

TL-4

基礎 直接基礎

0.701m 全 幅 員

重力式橋台

橋 長

橋 梁 名

躯体

湯ノ沢川(管理者：青森県) 

供用年月日

架 橋 条 件

上尾太沢導水管橋

橋　梁　諸　元

1径間鋼H桁橋

40.000m 

40.000m 

設計死荷重

90°

桁 長

昭和59年2月(1984年) ※橋齢38年 

支 承 ゴム支承

適 用 基 準 適用示方書 昭和55年

下
部
工

形式

上流側：手摺(異形棒鋼＋ロープ)防 護 柵

工

上

部

橋梁補修一般図

S=1:100

S=1:100
湯
ノ

沢
川

エキスパンドメタル橋 面

ふとんカゴ

目視不可のため

2500

目視不可のため

2500

橋面補修工

補修計画一覧

錆－亜鉛めっきによるローバル補修

左岸側橋台－経過観察

右岸側橋台－表面保護工(高分子系表面含浸工法)

補　修　工　法

防護柵補修工

工　　種

既設手摺、門扉は塗膜剥離剤で塗膜を除去後に撤去

手摺－上下流で溶融亜鉛めっき加工の等辺山形＋鋼管の手摺へ交換

鋼製プレート－塗膜剥離剤で塗膜を除去後塗替え(Rc-II塗装系)

支承－経過観察支承補修工

塗膜剥離剤で塗膜を除去後に塗替え(Rc-II塗装系)主桁表面処理工

下部工表面処理工

下流側：手摺(等辺山形＋丸鋼)

L.W.L=373.681(5年)

H.W.L=374.874(100年)

門扉－溶融亜鉛めっき加工の等辺山形＋鋼管＋丸鋼＋鋼板の門扉へ交換

添接板部補強－受台設置

鋼製門扉(溶融亜鉛めっき加工)へ交換

[等辺山形＋鋼管＋丸鋼＋鋼板]

表面保護工(高分子系表面含浸工法)

塗装塗替え(塗膜剥離剤＋Rc-II塗装系)

表面保護工(高分子系表面含浸工法)
塗装塗替え(塗膜剥離剤＋Rc-II塗装系)

下　部　工

側面図平面図

S=1:50

正面図

右岸側橋台

塗装塗替え(塗膜剥離剤＋Rc-II塗装系)

塗装塗替え(塗膜剥離剤＋Rc-II塗装系)塗装塗替え(塗膜剥離剤＋Rc-II塗装系)

表面保護工(高分子系表面含浸工法)

塗装塗替え(塗膜剥離剤＋Rc-II塗装系)

表面保護工(高分子系表面含浸工法)表面保護工(高分子系表面含浸工法)

断　面　図 S=1:20

S=1:20主桁塗装範囲

平面図

※主桁上フランジは、橋面のエキスパンドメタルが設置されていることから
上幅の1/2を塗装範囲とする。

断面図

門扉詳細図 S=1:20

鋼製門扉(溶融亜鉛めっき加工)へ交換

[等辺山形＋鋼管＋丸鋼＋鋼板]

橋面補修工

塗装塗替え(塗膜剥離剤＋Rc-II塗装系)
添接板部補強

[等辺山形＋鋼管]

鋼製手摺(溶融亜鉛めっき加工)へ交換
[等辺山形＋鋼管]

塗装塗替え(塗膜剥離剤＋Rc-II塗装系)

鋼製手摺(溶融亜鉛めっき加工)へ交換

錆部：ローバル補修(亜鉛めっき)

２

尾 太 第　　　　  　　　号 工 事
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補修対象範囲　37500

橋　長 40000

補修対象外

補修対象範囲　37500補修対象外

橋　長 40000

防護柵補修工－門扉

下部工表面処理工
支承補修工－鋼製プレート

防護柵補修工－鋼製手摺(溶融亜鉛めっき加工)へ交換[等辺山形＋鋼管]

防護柵補修工－鋼製手摺(溶融亜鉛めっき加工)へ交換[等辺山形＋鋼管]

主桁表面処理工－塗装塗替え(塗膜剥離剤＋Rc-II塗装系)、添接板部補強

橋面補修工－錆部：ローバル補修(亜鉛めっき)

防護柵補修工－鋼製手摺(溶融亜鉛めっき加工)へ交換[等辺山形＋鋼管]

橋面補修工－錆部：ローバル補修(亜鉛めっき)

主桁表面処理工－塗装塗替え(塗膜剥離剤＋Rc-II塗装系)、添接板部補強

下部工表面処理工

支承補修工－鋼製プレート
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下部工表面処理工

下部工表面処理工下部工表面処理工

支承補修工－鋼製プレート支承補修工－鋼製プレート

支承補修工－鋼製プレート

主桁表面処理工
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防護柵補修工－門扉

主桁表面処理工

主桁上フランジ塗装範囲

主桁表面処理工

防護柵補修工－手摺防護柵補修工－手摺



路線名等

地 区 名

事 業 名 鉱害防止事業

尾太鉱山地区

上尾太沢

青森県 経済産業部 経済産業政策課

図　面　の　名　称 図 面 番 号

縮　尺

主桁表面処理補修図

図示

(g/m2)

1日～10日

120

1.塗膜片の処分方法は、資格を持つものが行うこと。

200

塗装仕様

1日～10日※2

使用量

※塗装する全ての角部は2R以上の面取りを行い、先行塗装すること。

塗膜除去

1日～10日

140

弱溶剤形変形エポキシ樹脂塗料下塗

塗膜剥離剤

弱溶剤形変形エポキシ樹脂塗料下塗

素地調整

下　　塗

中　　塗

有機ジンクリッチペイント※1(300g/m2×2回)

1日～10日

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗

腐食対策

200

塗装工程

下　　塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗

防食下地

4時間以内

2.塗替え塗装仕様は、鋼道路橋防食便覧(平成26年3月)に準拠し表の通りとする。

3種B

上　　塗

※2：現場の施工条件に応じて塗装間隔を別途取り決める場合もある。

注)1.図中の詳細寸法等は、現地検測のうえ決定すること。

※1：塗膜剥離剤により、旧塗膜を全面除去することから、防食下地の使用量は600g/m2とする。

Rc-II塗装系(はけ、ローラー)

塗装工程塗　　料　　名

600

4

13

平面図

側面図 S=1:50

S=1:50

補修対象外
法面下のため

2343434343653434343 6

主桁表面処理補修図

添接板部受台設置 添接板部受台設置 添接板部受台設置

法面下のため
添接板部受台設置添接板部受台設置

補修対象外
添接板部受台設置

L200×B250

1 主　桁

桁詳細図

2 端横桁 N=1箇所

S=1:10

3 横　桁 N=9箇所 5 対傾構 N=1箇所 6 対傾構 N=2箇所4 対傾構 N=7箇所

299×100×t20

添接板部補強詳細図 S=1:10

溶
接

部

溶
接

部

299×100×t20

33

33

3 3

平面図 断面図

A=0.036m2 A=0.036m2

A=0.013m2 A=0.013m2

A=0.019m2 A=0.019m2

A=0.005m2 A=0.005m2 A=0.005m2 A=0.005m2 A=0.005m2 A=0.005m2

A=0.002m2 A=0.002m2 A=0.002m2 A=0.002m2

S=1:20

※主桁上フランジは、橋面のエキスパンドメタルが設置されていることから

断面図

上幅の1/2を塗装範囲とする。

平面図

主桁塗装範囲

塗装塗替え(塗膜剥離剤＋Rc-II塗装系)

３

尾 太 第　　　　  　　　号 工 事

R=2mm以上
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補修範囲　375002500
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補修範囲　37500

添接板部補強 添接板部補強

2500

添接板部補強

錆部－亜鉛めっきローバル補修
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路線名等

地 区 名

事 業 名 鉱害防止事業

尾太鉱山地区

上尾太沢

青森県 経済産業部 経済産業政策課

図　面　の　名　称 図 面 番 号

縮　尺

既設手摺撤去図

図示

5

13

上流側側面図

平　面　図

既設手摺撤去図

S=1:100

S=1:100

ふとんカゴ
L.W.L=373.681(5年)

H.W.L=374.874(100年)

湯
ノ

沢
川

L.W.L=373.681(5年)

H.W.L=374.874(100年)

ふとんカゴ

下流側側面図 S=1:100

手摺 L50×50×4撤去 L=28.05m

(上下流の支柱含む)

手摺 丸鋼φ13(L=1996)撤去 N=15本
手摺 丸鋼φ13(L=1166)撤去 N=1本

支柱 L50×50×4(H=1406)撤去　N=9本
手摺 丸鋼φ13(L=826)撤去 N=1本

支柱 L50×50×4(H=800)撤去　N=9本

支柱 D13(L=840 H=700)  N=14本

支柱 D13(L=840 H=700)  N=14本

手摺 L50×50×4撤去 L=28.05m
手摺 丸鋼φ13(L=1996)撤去 N=15本
手摺 丸鋼φ13(L=1166)撤去 N=1本
手摺 丸鋼φ13(L=826)撤去 N=1本
支柱 L50×50×4(H=1406)撤去　N=9本
支柱 L50×50×4(H=800)撤去　N=9本

異形棒鋼 D13

S=1:20既設門扉詳細図

プレート寸法図

N=14本

断　面　図

N=18本

既設手摺詳細図 S=1:20

下流側側面図

N=1本N=1本

N=14個

４

尾 太 第　　　　  　　　号 工 事
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橋　長 40000
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1000010000
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100001000010000

橋　長 40000

10000

上流側　転落防止用手摺撤去　L=26.00m

下流側　転落防止用手摺撤去　L=32.05m

門扉撤去 N=1式

15@2000=30000830 1170

上流側　転落防止用手摺撤去　L=26.00m

13@2000=26000

13@2000=26000

下流側　転落防止用手摺撤去　L=32.05m
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支柱 L 50×50×4

異形棒鋼 D16 L=300

701

L 30×30×5 L=730

220

プレート t6

L 65×65×6 L=1600

φ34×3.2 L=2264
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異形棒鋼D10 L=805

丸鋼φ16 L=400

L 50×50×4 L=150

670

支柱

140

異形棒鋼 D16 L=270

310

手摺 丸鋼φ13

32000

830 1170 15@2000=30000

8
0
0

1
4
06

手摺 L50×50×4撤去 L=28.05m

手摺 丸鋼φ13(L=1996)撤去 N=15本手摺 丸鋼φ13(L=1166)撤去手摺 丸鋼φ13(L=826)撤去

支柱 L50×50×4(H=800)撤去　N=9本

支柱 L50×50×4(H=1406)撤去　N=9本

手摺 L 50×50×4

L 50×50×4 L=50



尾太鉱山地区

図　面　の　名　称

上尾太沢路線名等

下部工補修図

図 面 番 号

地 区 名

縮　尺 S=1:30

事 業 名 鉱害防止事業

青森県 経済産業部 経済産業政策課

6

13

右岸側橋台

上流側

正面図

S=1:30

下流側

下部工補修図

平面図

(高分子系)

表面保護工詳細図 NO.Scale

簡易清掃

表面含浸工

A=2.680m2

A=0.590m2

A=0.646m2

A=3.788m2

鋼製プレート塗装範囲

塗装工程

弱溶剤形変形エポキシ樹脂塗料下塗

3種B

塗　　料　　名
使用量

素地調整

その際、使用量の目安は240g/m2程度とする。素地調整程度2種で旧塗膜を全面除去した場合は、

下　　塗
1日～10日

中　　塗

120

塗装工程

有機ジンクリッチペイント※1

上　　塗

有機ジンクリッチペイントの使用量が600g/m2とする。

ほかの旧塗膜を全面除去した場合は、鋼材露出部のみ有機ジンクリッチペイントを塗布する。

1.塗膜片の処分方法は、資格を持つものが行うこと。

塗膜除去

下　　塗

600

1日～10日

1日～10日
200

140

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗

※1：素地調整程度は2種ではあるが、健全なジンクリッチプライマーやジンクリッチペイントを残し、

弱溶剤形変形エポキシ樹脂塗料下塗

防食下地

4時間以内

塗装仕様

200

※2：現場の施工条件に応じて塗装間隔を別途取り決める場合もある。

(g/m2)

Rc-II塗装系(はけ、ローラー)

1日～10日※2

塗膜剥離剤

2.塗替え塗装仕様は、鋼道路橋防食便覧(平成26年3月)に準拠し表の通りとする。

５

尾 太 第　　　　  　　　号 工 事
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下地処理

浸透性保護塗装工

表面保護1

表面保護2

表面保護3

表面保護4

主桁

支承補修工
100 1800 100

550 201 299 201 550



路線名等

地 区 名

事 業 名 鉱害防止事業

尾太鉱山地区

上尾太沢

青森県 経済産業部 経済産業政策課

図　面　の　名　称 図 面 番 号

縮　尺

劣化損傷図1

S=1:30

8

13

平面図

湯
ノ
沢

川

劣化損傷図1 S=1:30

変　形

その他

遊離石灰を伴うひびわれ

鉄筋露出

遊離石灰

変色・劣化・すりへり

ひびわれ 漏水・漏水跡

亀　裂

豆板・空洞

補修跡

凡　例

錆・錆汁

浮き・剥離・欠損

Gf－防護柵

Gf0201

法面下のため補修対象外

Gf0101

橋面－錆、変形 支柱－欠損

橋梁全景

橋面－錆、変形

立入禁止扉

Gf0201

橋梁全景

Gf0101

橋面－錆

防護柵－変形

６-１

尾 太 第　　　　  　　　号 工 事

37500

上流側防護柵－変形　写真番号:防護柵工 1

10000

側面全景　写真番号:全景 4

写真番号:橋面工 7 写真番号:防護柵 3

7500

写真番号:全景 2

上流側防護柵－変形　写真番号:防護柵工 1

橋面　写真番号:橋面工 1～8

5
0
0

橋面　写真番号:橋面工 1～8

2500

10000

写真番号:橋面工 8

写真番号:防護柵工 4、5

10000

側面全景　写真番号:全景 3

写真番号:全景 1

37500

側面全景　写真番号:全景 3

写真番号:橋面工 6

写真番号:防護柵 2

側面全景　写真番号:全景 4

10000

下流側防護柵　写真番号:防護柵工 2

下流側防護柵　写真番号:防護柵工 2



路線名等

地 区 名

事 業 名 鉱害防止事業

尾太鉱山地区

上尾太沢

青森県 経済産業部 経済産業政策課

図　面　の　名　称 図 面 番 号

縮　尺

劣化損傷図2

S=1:30

9

13

平面図

湯
ノ
沢
川

劣化損傷図2 S=1:30

変　形

その他

遊離石灰を伴うひびわれ

鉄筋露出

遊離石灰

変色・劣化・すりへり

ひびわれ 漏水・漏水跡

亀　裂

豆板・空洞

補修跡

凡　例

錆・錆汁

浮き・剥離・欠損

Mg0201e

Mg0101e

Mg0201

Mg0101

Mg0202

Mg0102

Mg0203

Mg0103

Mg0204

Mg0104

Mg0205

Mg0105

Mg0206

Mg0106

Mg0207

Mg0107

Mg0208

Mg0108 Mg0109

Mg0209

Mg0110

Mg0210

Mg0210

Mg0110

Mg0211

Mg0111

Mg0212

Mg0112 Mg0113

Mg0213

Mg0114

Mg0214

Mg0115

Mg0215

Mg0116

Mg0216

Mg0117

Mg0217 Mg0218

Mg0118

Mg0219

Mg0119

Mg0220

Mg0120

Mg0221

Mg0121

Mg0221e

Mg0221e

C
f
01
0
1e

Cf
0
10
2

Cf
0
10
3

Cf
0
10
4

Cf
0
10
5

Cf
0
10
6

Cf
0
10
7

Cf
0
10
8

Cf
0
10
9

C
f
01
1
0

C
f
01
1
1

C
f
01
1
2

C
f
01
1
3

C
f
01
1
4

C
f
01
1
5

C
f
01
1
6

C
f
01
1
7

C
f
01
1
8

C
f
01
1
9

C
f0
1
20
e

Mg－主桁
Cf－対傾構
Cf－端対傾構

主桁端部－塗膜劣化、錆

端対傾構－塗膜劣化、錆対傾構－塗膜劣化、錆対傾構－塗膜劣化、錆

湯
ノ
沢

川

６-２

尾 太 第　　　　  　　　号 工 事

7500 10000 10000

1000010000

850 3720 530 3300 940 2880 1370 2450 1780 1770

2900 2305915 9301490 32801770 1350 500200 1770 2470

50
0

2
0
1

2
01

37500

37500

700

5
0
0

800

7
0
1

606

上流側主桁側面－塗膜劣化、錆　写真番号:桁 1～9

下流側主桁側面－塗膜劣化、錆　写真番号:桁 10～15

主桁下面－塗膜劣化、錆　写真番号:桁 16～24

写真番号:桁 25

写真番号:桁 26写真番号:桁 27写真番号:桁 28

上流側主桁側面－塗膜劣化、錆　写真番号:桁 1～9

主桁下面－塗膜劣化、錆　写真番号:桁 16～24

下流側主桁側面－塗膜劣化、錆　写真番号:桁 10～15



尾太鉱山地区

図　面　の　名　称

上尾太沢路線名等

劣化損傷図3

図 面 番 号

地 区 名

縮　尺 S=1:30

事 業 名 鉱害防止事業

青森県 経済産業部 経済産業政策課

10

13

右岸側橋台

上流側

正面図

S=1:30

下流側

劣化損傷図3

下部工全景
写真番号:下部工 1

平面図

下部工側面
写真番号:下部工 3

下部工側面
写真番号:下部工 2

変　形

その他

遊離石灰を伴うひびわれ

鉄筋露出

遊離石灰

変色・劣化・すりへり

ひびわれ 漏水・漏水跡

亀　裂

豆板・空洞

補修跡

凡　例

錆・錆汁

浮き・剥離・欠損

下部工竪壁
写真番号:下部工 4、5

支承－塗膜劣化、錆

支承－塗膜劣化、錆支承－塗膜劣化、錆

６-３

尾 太 第　　　　  　　　号 工 事
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写真番号:支承工 1

写真番号:支承工 2写真番号:支承工 3



路線名等

地 区 名

事 業 名 鉱害防止事業

尾太鉱山地区

上尾太沢

青森県 経済産業部 経済産業政策課

図　面　の　名　称 図 面 番 号

縮　尺

仮設工詳細図(参考図)

図示

7

13

側　面　図

平　面　図

仮設工詳細図(参考図)

S=1:100

S=1:100

湯
ノ
沢

川

ふとんカゴ
L.W.L=373.681(5年)

H.W.L=374.874(100年)

B
=
2.
5
0m

70
1

9
0
0

一
時
占

用

9
0
0

一
時
占
用

塗装用吊足場＋朝顔防護足場

安全衛生保護用具

電動ファン付呼吸用保護具(フィルター1個付)

呼吸用保護具用フィルター(午前・午後取替)

使い捨て化学防護服(午前・午後取替)

防護手袋(午前・午後取替)

化学防護長靴

シューズカバー(午前・午後取替)

　防護柵補修工、主桁表面処理工、支承補修工の塗膜除去(塗膜剥離剤)、塗膜かす回収
施工時は安全衛生保護用具を着用し、回収後は剥離剤用養生シートを撤去する。

注意事項

断　面　図 S=1:20

下面：シート張防護

一時占用 永久占用 一時占用

７

尾 太 第　　　　  　　　号 工 事
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13001300
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10000

500

3
85

37500

橋　長 40000

37500

橋　長 40000

丸鋼 φ13

吊足場設置延長　28.70m

吊
足
場

設
置
幅

吊足場設置延長　28.70m

永
久

占
用

24
0
0

35
9
0

500

7
0
0 8
0
0

上面：剥離剤用養生シート(難燃性等) ころばしおやご

足場板

足場チェーン

たてじ

足場チェーン

足場板板張防護 足場板

900 701 900

1
3
00

60
0

板張防護

たてじ

鉄骨クランプ


